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環境条件 

定格入力電圧_ 
消費電力 
動作環境 

保管環境 

適合規制_ 
耐性 


ACIOCIV 、 己 0/60 HZ . 0.7 已 A 

走常時最大22。 4 W , 最小11。3 W 
動作ミ品度範囲日〜曰日 ‘ C 

動作湿度範囲 2 日〜 8 日％ RH (結露なきこと） 

保管温度範囲 -2 日〜7日 .C 

保管湿度範囲 10〜90 %RH (結露なきこと 


電磕放身寸 VCC I クつス A 

詩電気放電（巨 SD ) 

放射電麻巧害 

電気的ファストトつンジェントパースト 
電気めサージ 

耐伝導ノイズ巧 
電源周殺敎イミ^ニティ 
瞬停/電庙変動 


IEC 61000 -4 
IEC 6100 日- 4 
IEC 61000 -4 
IEC 己1000 -4 
C A C line) 
IEC 巨 10 日日- 4 
IEC61000-4 
IEC 61000 -4 


- 3 L e 

- 4 L e 
-己 L e 

- 6 L e 

- 8 L e 


0 K V) 

V e I 2 

V e I 3 

V e I 3 



形が及び材料。を采乡 
質量 (重量) 


添付商品 f ± 磕國による 
3，3 0 0 9 


ネット7 —ク接続 


ツイストペアポート： RJ 4 己コククタ24ポート（*1) 


伝这丈! 了； 


:I 巨 EE 谷 02. 
I EEE8 02。 
I巨巨 E 8 0 2， 


3 10巨 ASE-T 

3 U 100BASE-TX 
3 a b 100日巨 AS 巨一 T 


: lO / lOO/lOOObps を/半二重 


適合吁ーブル：シイス h •ペア 


(巨 IA / TIA 己目8カテゴリー日 e 相当け上） 

最大伝送距離 ：100m 

オートネゴシ ： L ーション機能：通信を度。を半二重を自動認識 

設定により 10 Mbps、 100 Mbps およびを二重、半二重を固定可能 


SF P 化張ポート： 4ポート 

《止記1日0日目 ASE - T が略ツイストペアポ- 
才了シ ヨン： SFP — 1 日日日 SX SFP モジ ニ 
SFP-1000LX SFP モジニ 
SFP-LX40 SFP モジ ニ 


卜との選扔利用 
ール CPN 己402 1) 
ール CPN54 0 23) 
ール （PN 己 4025) 


(み1 )M N 0シリ 


ド搭載により.ポート接続を自動榜巧し、電力消費を必要量に抑制。 




ターミナル 
エミュレータ接続 


. ED 表示 


コンソール。 ポート： R」45 コネクタ1ポート 

通信ちす： R 」4 已 （ ITU-TS V.24) 準脚 

エミュレーシ3ンモード： VT100 

通信条件：9目0日 bps . Sblt 、ノンバリティ- 

( 1 ) 電源 LE D ( PWR ) 

緑点な：電賴 ON 

(2) 自己誌が LED ( STATUS ) 

撼点な：システム正常穏働 
禮点な：システム起動ず 
禮点麻：ソステム障害 

(3) 温度 e ンサ LED ( TEMP ) 

綠点な：正常稼働 

檔点滅：内部通度 t ソサの設定闘値超えた場合 
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7 スケード接続 


(4) ポー ト L E D 

LINK / ACT 。 C ポート1〜 24) 

綜点な：1日日 Mbps でリンクが確立 
檔点な：1日 M b P S でリンクボ確立 
緑点减：1日日 M b P S でバケット送受信中 
措点減：10 1 vlbps でバ于ット送受信中 
消な：1日日0 M b P S でリンクが確立 
または端末ホ接続 

FULL / CO し。（ポート！〜 S 4) 

綠点な：全二重で動作 
超点な：半二重で動作 
瞪点減：半二重でコリジョン発生中 
消打；端末ホ接統 
GIGA (ポート1 一 4) 

綜点な：1日 b P S でリンクが確立 
禄点減：1 G b P S でパケット送受信中 

消な：1日日 Mbps . 1日 Mbps でリンクが確な 
または端末ホ接続 

ポート1〜2 4が M D I / M D I - X に自動的に対応（固定發定可能） 
通信を件を固定に設定したポートは 、 MD I - X にむりまず 
工場化巧時は.ポート1〜2日は W D ] - X になりまず 

ソフトう： L アから i ： l 下の3つのモードでリ t ツト巧能 

(1) ウオームスタート 

(2) エ墙化荷時に戻ずリ t ット 

(3) I P アドレスは外をエ墙出荷時に戻ずリ t ット 
※をモードでリブートタイマー機能の併巧が巧能 


ジ i ント仕祿 


管理用プロトコル： SNMP V : 

TELNET 

HTTP 

SSH V 2 


(RFC 1 15 7) 

(R F C 8 己 4) 
(RFCS S 16) 
( RFC 42 己し RFC 42 己 2 
R F C 4 2 己4， 


， RFC 42 己3, 
R F C 4 716 ) 


ソフトウエア•ダウン□-ド'用プ□トコ ル： TFTP 
装備ずる M I 巨： M I臣II 

SNMPV 2- M [目 
IP - FORWARDING-MIB 
RMON - M ] 巨 

B R [ D 白 E — M [臣 
P-BRI DGE-MI B 
Q - BRIDGE-MI 巨 
I F - M I B 


( RFC783) 

(RFC 12 13) 

(RFC 19 0 7) 
CRFC2096) 

(R F C 17已 7) 

(グルー了し2， 3, 9) 
C R F C 14 9 3 ) 

C R F C 2 6 7 4 ) 
CRFC2674) 

(R F C 2 8 6 3 ) 




乎の管理 



RAD I US-AUTH-CL I ENT-M I B (RFC2618) 
POW 巨 R — 巨 TH 巨 RN 巨 T 一 MI 巨 CRFC3621) 

IEEE 802。 IX MIB 
IEEE S02t 3 ad MI 臣 
R S T P - M ] B 

け下の方法によって管 3 里用パつ/-夕の設定が巧能 

C 1 ) コンソール。ポートに接続されたが同期端末からの設定 

(2) T e I n e しおよび SSH により接統した達隔端末からの設定 
¢3)日本語邮 e b による遠隔端末からの設定 

は下の方まによってスイッチの管理ボ可能 

C 1 ) コンソール。ボートに接続されたが同期端管理 

C 2) SSH/T e Lnet と TCP / IP ネット7-ク接続した遠福端末からの管理 

(3) SNMP マネージザーによる管理 

(4) 日本語 We b による遠禍端末からの管理 

な下の方法によってスイッ子の動作:厌況の確認が巧能 
C 1 ) 内部温度たソサ機能 
¢2) C PU 使用率。/モリ使巧量表示織能 

TFT P Client (ソフトウェアアップグレード'.設走情報の保存。読込） 

Sys log Cl i ent (Sys log サーバへのシステム □ グ送信） 

□グイン RADI US (RAD I US サーバによる□グイン認 f 正職能） 

電源 コー ド掛けブ□ック（電源 コー ドの抜け防止） 
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_ 

スイッ手機能 








スパニンク'シリ— 


VLAN 


リンク 

アグリゲーソ3ン 


ポー トモニタリング 


マル子ホ V ス 


認証機能サポート 



アクヒス 
つント□ー ル 





，リンクプ□トコル 

管理機能 

つァームウ i ア仕磕 

1。 ソフトウエア 

_バー_ジ3ン_ 

2。 が厄ブつゥザ 

3。 使用言語及び 
使用了 □ トコル 


スイッ f ング方式 ：ストアアンドフォアード 

スイッ子ンク'容量 ：48。日 Gbps 

バヶット転送能力 ：し488，日 OOpps / ポート （1 日日 0 Mbps ) 

:148，8日日 PPS / ボ-卜 （10 日 Mbps ) 

14, 8 8 0 P P S / ポート （ lOWbps ) 

MAC アドレス テーブル ：8 K エントリー/ユニット 

(ポ-卜単化で自動学習の有効/無効が可能.固ち登録が可能） 
バッフ 7 :已12 K バイト 

フ□-制御 ：半二重時 バックプレッシサー 

全二重時 IEEE 8 日2。 3 x 
ェージング ： 3 0日〜目日日げ（デフォルト値） 

IEEE 8日2。 1 D スパニングツリーフ•□トコル豆换 
I E E E 8日2。1 W つピッドスパニングツリー了□トコル互換 
IEEES 日2 。 Is マル手フ■ルスバ三ングツリー準拠 
巨 PDU ザード聯能ヴポート 

I 巨巨 E 8 日2。 1 Q タグ V L A N プ□トコル準脚 
ポー ト ベース VLAN 

VLAN 登歸数2己已個（デフホルトも含む） 

インターネ‘ソトマンシ3ン機能サポート 

I EEE 8 日2。3曰 d リンクアグ IJ デーシ3ン機能サボート 
最大12グルー了構ぶ巧能 （ 1グルー了最大8ボート） 

IEEE 8 日2 。 Ip 4段階の優先制御をサポート 
ス中ジ1 - リンブ方式： 

Priority Queueing CPQ : 絶が優先;スケジ 王 ー リンブ） 
Weighted Round Rob In CWRR : 重みかきつウンド□ビン） 

が象となるポートの卜つフィックを指定したポートにコピーして送信可能 

(送信方向のミつーパヶ y 卜には受信した VLAN ] D の VLAN タグをか加して让 I 力） 

I G M P Snooping 職能サポ ー ト 
I 白 W P Q U e r 1 e r 機能サポート 
マルチ今 t ストフィルタリング蝶能ブポート 

IEEE 8 日2。1 X ポートベース認 f 正臟能ブポート 
I EEE 802。1 X を用いた MAC ベース個別認証臟能 
I 巨巨 E 8 日2。1 X を用いたダイナミック V LAN 機能 
IEEE 8 日2。1 X を用いたゲスト VLAN 職能 
登録 MAC アドレス強制誌証機能 
(巨 AP - MD 己/ TLS/PE A P 認証ちす） 

EAP フレーム透過機能 

(ポート単化で EAP フレーム透過の有巧/無効が巧能） 

は下のパつ/-夕でアクヒス制御が可能 

(1 )IP アドレス （Source または Destination ) 

C 2 ) MAC アドレス （Sou r c e または Dest I n a t i on ) 

(3) TCP/UDP ポート番号 （Sou rce または Dest 1 not r on ) 

(4) VLAN ] D 

(己 ） I 巨 EES 日2 。 Ip Priority 

(6) DSC P 

(7) Protocol 
(8 ) [ C M P タイプ 

C 9) TCP SYN Flag 

リング構成で冗長化が可能（最大8グループの登歸が可能） 


MAC アドレステ ¬ 
/ぐ ジフア 

フ□-制御 


Boot 

Co 

d e : 

V e 

r•1 。 0 。 XX 1 

R U n t i 

i m e 

Co 

d e 

: V e 「。 2 。日。 

Inter 

n e 

t E 

X p 1 

0 r e r 6 。日 

HTTP 

し 

1 



HTML 

4 。 

0 



Java 

SE 

し 

4 
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ァームウ i ア 仕磕 
。スイ'ソ于ンク或定 



。/ー ルレポート 

或定 




。時闇設定 

二夕機能 
。基本情報 


I つフィック 機能 
。ポートステータス 

。卜つフィック 
ク'つフ 


-管理情報設定 

• I P 設定 

• SNMP 誌定 
。ポート設定 

。アクヒス条件設走 
。 ユーザを/パス7— ド設定 
- FD 巨設定及び参照 
• 時别課定 
- VLAN 設定 

。リンクアグリゲ ー シ3 ン設を 
•ポートモニタリンダ設定 

。 M S T P (マル子了ルスバニングツリ ー) 設定 
。 アクヒス コント□-ル 設:定 

• Q 0 S 設定 

•ストーム コン ト□—ル或定 

• IGMP Snooping 設定 
，IGMP Querler 設定 
。ポート々ウンタ設定及び参照 
•ソフ トウ エアアップグレー ド設定 
。設定フ 7 イルのおを/読込敦定 

-再起動設定 
。システム□グ 
-システム□グ送信或を 
-設定情報の保存 

。> _ルサーバの設定 

。送信をアカウント （/- ルアドレス）の設定（最大3アカウント） 

:それぞれにレボートの通おと卜つ V 了の通知を選が可能 
»送信元アカウント（/ールアドレス）の設定 
-レポ-卜間福の設;を ：を日.を過.を月のいずれか 

•レポートの内容の設定：ポート情報、卜つフィックサマリ、システム□グ 
。添かフ 7 イルの選お ：添かしない. CSV おす，テキスト开》ゴのいずれか 

• 添かフ 7 イルデータの或定 

データ収集間隔 ：1日分毎. 3日みを.1時間. 3時間、目時間、1曰のいずれか 

□グの内容 ：帯巧使用率（％) . 受信つ レーム数，ブ□-ドち r スト、マル子ホ r スト 

コリゾ3ン回数.エつ一搬数.ポート選択 
。設定を、テストノールを送信ずる 


I 端末からの時刻デ- 
I SNTP 設走 
I 時刻手動設定 


夕の転送による時計合わせ（時刻設定ボタン） 


システム情報の設定 


:稼働時間 （ sysUpT 1 me ) の表示 
詳細情報 （S y S D e S C 「 ） の表を 
管王里を （ sysContact ) の表示 
敦置塌巧 （sysLocat ■ on ) の表示 
ホストを （S y sName ) の表示 


• 本体をグつフィック表示し， L E D の表示が態をリアルタイムで確認す能 
-更新間隔： 2日秒 

。ポートごとのフレーム撒.罩椅使用率、 コリ ジ 3 ン回数、 エ つ一臘数のいづれかをグつフ表示 
。遇ま1日分間のデ' —夕を表示 
。 更新間隔は2 0砂 
• を項目の切替はボタンです能 
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コネクタ ピン配置 

— 1。ポート1〜24 


状態 

ピン N 0。 

1 2 3 6 4 5 7 8 

MD I -X 

信号 

BI DR + RI DR - RI m RI HA - Rl 00+ Rl HD - Rl nC + Rl DC - 

MD ] 

信号 

Bl DA + Rl DA - Rl nR + Rl DR - Rl 00+ Rl HC - Rl 00+ Rl DO - 


ピン No . 


>123斗5678 


_ 2。コン ソール。 ポート 


ピン N 0 。 

信号 

ピン N 0 。 

信号 

1 

T X D 

己 

N C 

2 

扫 N D 

6 

N C 

3 

R X D 

7 

N C 

4 

GND 

8 

N C 


ピン No . 


>123斗5678 


讓置ち法。か属品 

’ - し設置ち法 
’-2。 f 寸属品 


別ン CD 。 _ 

-1。 SFP -1 GG 0 SX 
(品番 ： P N 己4日21 ) 


2。 SFP -1000 LX 
(品を ： P N 已4 0 2 3 ) 


3。 SFP - LX 40 
(品を ： P N 日4 0 2己） 
( ^ 1 ) 


) 19インみ つ ’: 
) 巧お或巧書 


クへの巧りかけ 


(2) 

CD-R 

0 M 


1が 

(3) 

巧か金具 

( 1曰インチつッ 

クマウント用） 

2個 

(4) 

ねじ （ 1 

9イソ子つックマ 

ウント用） 

4本 

(己） 

ねじ（巧かを具と本体接続巧） 

8本 

(巨） 

ゴム足 



4個 

(7) 

電源コー 

ド（お） 


1本 


:» ) か属の電源 コ - ドは10日 V 専用 コ - ドでず。 


光ファイバ。ポート： LC 〕 ククタ （2 あ〉 

伝送ちす ： I 巨巨 E 8 日2。3 Z 10日日目 AS 巨- SX 

伝送速度 ：1日0日 M b P S 全二重 

適合午ーブル：化つ 7 イバケーブル 

己0/12已 Mm マルチモードフ7イバ 
62。己/己； LLm マル子モード'フ7イバ 
最大伝送距舖：已0 /12已け m の塌合己已日 m 

目之。己/12己 inm の塌合2 2日 m 

光ファイバ•ポート： LC コ京クタ （2 お） 

た送ち式 ： IEEES 日 2.3 z 10日0目 ASE-LX 

た送速度 ：10日日！ VI b P S 全二重 

適合ケーブル：化ファイバケーブル 

10 /12己 M m シングルモードファイバ 
最大ら送距離：10 K m 


光ファイバ。 ポ ート： LC 〕 ククタ （ 2 お） 

伝送速度 ：10 0日 M b P S 全二重 

逼合ケープル：化フ 7 イバ中ーブル 

i 0 /12已 AL m ジソブルモードフ7イバ 
最大 f 云送距舖； 40 Km C ^2) 

1 )LX 4 日を 巧向でご使用ください（通信速度1 日日 0 M b P S ; 
(《2)光許容坦失が一19 d B 从下でご使用ください 
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下記の巧目を滿足されていない場合の卜つブルに関しては、貴任を負いかねまず。 
本商品のご使用に際しては、け下の点を遵守ください。 


( 1 ) 交流 1 0 0 V な外では使用しない 

火を。感電。故障の巧因となりまず。 

(2) この装置を舞瞄。改造しない 

火盤。感電。故暗の原因となりまず。 

C 3) 開□部和ツイストペアポート、 SFP 拡張ス□ットから内部に金属を臟え和ずいものなどの異物を差し込んだり.落とし込んだりしない 
义萊。感電。故障の原因となりまず。 

C 4) ツイストぺアポートに 1 日巨 AS 巨- T /1 日日目 AS 巨- TX /1 日日□巨 AS 巨- T は外の機器を接統しない 
火災。感電。古お障の原因となりまず。 ■ 

(己）水のある場所の近く.湿気和ほこりのをい塌巧に設置しない 
乂を。感電。か障の原因となりまず。 

(目）直身寸日光の当たるところ传溫度の高いところに設置しない 
内部のミ品度が上がり.义楽の原因となりまず。 

(7) めれた手で電源了つダを抜き差ししない 
感電。故障の原因となりまず。 

C 8) 雷が発生したときは.この装置和接続ケープルに細れない 
感電の原因とむりまず。 

C 9) 電源コードを傷つけたり，無理に曲け'たり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、はさみ込んだり，重いものをのせたり.加熱したりしない 
電源コードボ破垣し、义ぶ。感電の原因となりまず。 

(10) 振動。衝撃のをい場巧梓で安定な場巧に設置しない 
を下して.けが。巧障の原因となりまず。 

C 11 ) S F P 化おス□"ノトに別売の SFP モジ i - ル CSFP -10 日日 SX / SFP -1 日日日 LX / SFP - LX 4 日）けかを実装しない 
乂を。感電。か障の原因となりまず。 

(12) コンソールボートに別売のコソソールケープル P N 7 2 0 日 1 R J 4 己ピン- D S U b 目ピン]ンソールケー了ルは外を接統しない 

乂巧•感電。な障の原因となりまず。 

(13) この装置を乂に入れない 

蠕発。乂烫の原因となりまず。 

(14) 必ずアース線を接続ずる 

感電。誤動作。故障の原因となりまず。 

(15) 電源コードを電源ボートにゆるみなどがないよう、確実に接続ずる 

感電や詰動作の原因となりまず。 

¢16) 故障時は電源プつグををく 

電源を供給したまま長時間放置すると火おの原因になりまず。 

(17) 自己設断 LE D ( STATUS ) ポ搭点減となった塌合は、システム障害のため電源プつダを抜く 

電源を供給したまま長時間放置ずると义をの原因となりまず。 

(18) ツイス ト ペア ポート. コンソール ポート、 SFP お張ス□'ノト.電源 コー ド掛けブ □ッ クで丰などを切らないようミち意の上取りおう 


10。使用上のミ主意事項 


C 1 ) 内部の点ホ実。修理は販売店にごか頼ください。 

(2) 巧巧電源は必ず本ち置の近くで I 巧りあいわずい塌巧からお巧りください。 

(3) この装置を設置。移動ずる隙は、電源コードをはずしてください。 

(4) この装置を清掃ずる隙は、電源コードをはずしてください。 

(已）仕稳限界をこえると誤動巧の原因となりまずので，ご注意ください。 

(己） R 」4 日コネクタの金属端モ吊コミクタに接統されたツイストペアヶーブルのモジ1つ了つダの金属端す. SFP 拡張ス□ット内部の 
金属端子に削れたり.帯電したものを近づけたりしないでください。 

詩電気により故障の原因となることがありまず。 

C 7) コネクグに接続されたツイストペア于ーブルのモジ^つ了つグを々一ぺットなどの帯電ずるものの止み近辺に放置しないでください。 

靑争電気によりが障の巧因となります。 
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(谷）巧下など強ぃ衝撃を与えなぃでくださぃ。故障の原因となりまず。 

(曰）コンソールポートにコンソールケープルを接続ずる隙は、事前にこの装置は外の金属製什器等を触って辞電気を除ましてくださぃ。 

(10) 从下塌巧での保管。使用はしなぃでくださぃ。 

(仕協の環境る件下にて巧管-使巧をしてくださぃ） 

- 水などの液体がかかるをれのある場所、湿気がるぃ場戸斤 

- ほこりのをぃ塌巧、詩電気障害のをれのある場巧（々一ぺットの上など〉 

- 直身寸日光か当たる場巧 

- 結露ずるような場所.仕梯の巧境る件を満たさなぃ高ミ品。化ミ品の場所 

- 振動。衝撃が強ぃ塌巧 

(11) 周囲の温度ボ0^日日 c の塌巧でわ使ぃくださぃ。 

また.この装置の通風□をふさボなぃでくださぃ。 

通風□をふさぐと内部に熱がこもり f 臭動化の原因となりまず。 

(12) SFP 拡張ス□ットに別売の SF P お張モジ1-ル （SFP - 1 000 SX/SFP - 1 日0日 LX / SFP - LX 40) 从 タトを実装した場合. 
動作保証はぃたしませんのでご';主意くださぃ。 

。□□貝も 5 正しこついて 

本商品の品質管3里には最大のミ主力をぃたしまずが. 

¢1)万一、本商品の品質で良が原因となり.人を並びにが産にを大の影響が予測される場合には.本仕様書記載の特性•数値に 
巧しを巧を持たれ，かつ二重回路等の安を巧策を組み込んでぃただくことを I 製造物責斤の観点からお勒めしまず。 

(2) 本商品の品質保証期固はわ買上け日より1年間とし，本仕様書に記載された項目とその範囲内とさせてぃただきまず。 

本巧品に葬社の貴によるおなボ日月らかになった場合には、誠意をもって代替品の提供、または瑕疵部みの交换.修理を 
本商□□□の納人塌巧でを軒かに行わせてぃただきまず。 

但し、ホの場合はこのな t 正のか象から除かせてぃただきまず。 

1 ) 本商品の故障やお疵から誘発された化の指吾の場合。 

S ) お買ぃ止け接の邸あぃ、保管、運搬（輸送）におぃて.本仕様書記載从タトの集件が本商品に加わった塌合。 

3) お買ぃ上げ時までに実用化されてぃる技術では予見ずることが不巧能であった現象に起因ずる場合。 

4) 义冀，お震。洪水。乂烫。紛争など製社に青のなぃ自があるぃは人為が]な盤きによる場合。 

耳け及説明書、本体おかつベル等のミ主意書にがった使用が態で保証期間内に故障した場合には.無料■修理させてぃただきまず。 

お客様の巧お説明書にがわなぃ悟作に起因ずる損吉および本商□□□の故障。詰動作などの要因によって通信の槪会を 
逸したためにをじた担害につぃては、その責任は負ぃかねまずのでご了承くださぃ。 

(イ）使用上の語りおよびで当な修理和改造によるか障および植儒 

(□) お買上げ’摇の巧か塌巧の移設.輸送.巧下などによる故障および損億 

(/\)义楽.お震.水害.落雷.その他天淡おをおよび公害、塩害、せス害（硫化ザスなど）、異常電店.指定タトの 
使用電源（電店.周波撒）などによる故障および損傷 
(二）な t 正書の垣示がなぃ場合 

(ホ〉巧証雷にお買上け日、わを様るの記乂のなぃ場合.あるぃは字句を雷き替えられた場合 
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